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軍に対すi.",給与と grantof amenity, (3）インド軍

































批判lゐA 第＇！ ；＼）一戦LtlI二イ L ドJ）十シ 2 一十：lてトか な｛克用を認め；Lイングランド銀行に i束結したU） 
「〉たつ、た；！、／（さ；／，た 12、）0 主たj並iこ1，＇一 ＇） 一，.m1か でラ U、j）ば、）（戦中i土i豆t斉に応じることのなL、強：悦
L町》、 ( :, I；、l；方i草iし7）共同努力ω費)tj（＇）配分乙｝ιFinan li'Jf/r上If（こえ（.） た。［このような金融上の操作は，
じialルttlunどI1t で（士H国に不利なのご二jtを！主来 インドがイ干：） ？、の植民地であると U、う二と治ht 〉
しヲ羽iし＇. ＇弘定を結 Lた、、と監／）要ご／（；，
とも／・， ' J二！ !.J仁l 三「l生gユR；土， ( > ¥i）シA H令；』←：十之 イご干！！スが）元i't¥:中将来び）i，古伶務1豆i斉々＇）方「よ IJ1，当
1文l留！）fιf弘に三 L句）主れ、 '(: 1：防衛山fこJ，；こイ rI} [/ti I)）軍事去の借上げを重視してL、たこと i主， 大戦
スijiとf_・ . If 六日）兵器／J；多誌に収入主，十、 f号、 I) 中に軍事費内分担基準iの改正を要求しながらラモ
スJ〕軍：事i¥"-/rW方る；妓WIしたときに：I＇，主 j：ノ／三 )j、
1 ＞ド内J'.r川市＇）＂， ';"1' i＇カ‘つてな＇， jjftでW/!Jil- C 
十たときで,i_：）、 「L ｜、；Jijlτ1Y貴分十日司法、午、ヮ変で




問il：二工ゴ！、 戦後祐一二、アロー λ・T '.I ’δれる二
とiこ；（ -' 1二二・－，泊三次大戦中にい Fin,uwialSl'ltle-
mむnt ,'))t：丈し＇）交足以六三れなノト Jf二ι
FinanL・ial :-idtlL・mu1t i t，さ三じよbJ 、／こよう
に町 Jン l、山 lj'［ゴi'tそを：負担能力（／｝ぬ；手；内，: Jr1える
ここ？ ヤJiIL: u）分組基準をl)j催；こす－ ，，：，こと乞・） ／二
望、， fン l i ・,rt'Yfrj）明大；iこは jζ）~J:.\'J(p ；長 b 沿い
は抵抗士；J;j_，らげることに配iさして
さ，j I·ニ ~:i 、 ご イ〆 卜山ば！！史！室長／J，とく；二if!/;ノにな：，！（
事｝ti二社一1ノリJl干!J乙d →〉主 どlのJこニとん＇ p忍
めら.ttζ）, .. , 1＇干！ 〈と ( > ｜、；’j{1: ＇，白中ト； l.!c;U:1/-'r 
c'l危険に c: ' .＇，；れると Finι，Ull'ia］メcttkιmc・nt;i、1I 
f]，.吉国！二 ,J，主（二 fそ，； －，；か＇fljモTどをイ L 、から
強制i竹ι1,r・J土i「ゐf二：－＇J,n -f・－段‘ニ：ぎふ；，L ＇！ 」
'111 i 人，！ i ：－， 司｛¥ IJ－，，土 FinλllどialSL't1L・111L・nt 
；二上 J て ／ ＞ド；＇－・ :',.' J葺C・h'Mi: .1' I丹I: fと （，iJ：；’ヒ4
ξ、三乙かこさ iこ」 しうるも、 イ：l1大（こ iin:1rn・ia l 
S<ct t ILcllピntでイへ Iス；勺；J,il分ど ！）とrわら;iL!こ瓦，－，＿jf
ハ全強行すると戦争の遂行に支障泊込生じるとλ〆与
とたどれに取り ftfjこことからも理解できる υ も
むろん fンドν＇）防衛／トナベぐインドの負担で行な
わ，jLるh（， ば fこ＇（ 11 スにと•）-cそれ以上に好者1,n-
なことはたか J イニ。 f二が， 現実iこはそれを強制で
さな，ト》／ニf二ぷ）， インドt'kr{干ヵ.{ c¥( I) Jスジ）;iこめに
ぷ・Y支出をした沿合には弁済す一るが， ！被i寺1p；土弁
済したクト；ト＇） ＇.史用を fi,2めないとし、う形式が土られ
穴二υ そJLでも f：子 I）ス；主 FinanじialScttlcmc11t fこ
にす Jて 1:,. F rJ> I膨大な資源全ドi向iこ動Hl C ;fS 
4、たとえ FinancialSettlement 1／～一時期不利
ぜこれ一泊したとしても， 日出の軍事iその；対立士ノン
トJニ l;_rf/J tこir汀に IJミせると k、う大きなギ1u；午をづi
さUJ'-／こG 二jLこ〆と Financial8ピttk-mじIl Iン／干
I）三にも fこ.－， L ；－.二位大の利益であ》たυ
( I : ）仁 l¥. ¥'akil, Financi,d liurde11 of th,・ 
日三rrnn India I Bnml,ay, 1943), J>-9S. 
（、 '.') 1!1L i、：， I 1 /; ,iifc:1',1)¥;l:J,,(1守主j'i'u （！：ぇ
(,1 f ＇与；Ui',¥'" ,, Ii f / : ,i' 必,fJ庁：，詰J, /jf 1f会1:1,1;, 1944 
q人 106' / , •l / 'i I ) i ； χ 1¥. Ahmad, ／ぅ，Nu
I<n e1111c ll11d J~ 1j>e11dit111，’It/ I11did, p. 47. 
Ci :l) 1－：＿’J'. Shah, Si.rtλ’｝＇，arsο（ In,lian Fi-
}ll!Jl(ど〔B《，ml》ay,l'l:07), I'・%. 
( ;i. 4) N.ぐ Sin！】江 and P N. h'.hcra, . Indian 
¥Var Economy，＇、 in （ぞf;,cia!lli.<tο，：vυi tire Indian 
• 1r111山 IF，ノncsi1 thi: :,・econd ¥Vorld iV,tr. ed. l叫
Hisheshwar ］＇了asad(Delhi, 1962), p. :lOJ 
Lィ1.G .i '¥. C、 Sinhaanrl T’＼マ Khera,pp.三1～




（注 6〕 イン ほ督lI ;,: ／，土議と【＇）決定h之》いはイン
ド人政治指導者との協議を待たずにインド担当相の命
でこ i!!/; 置を＇ , t二o [. fこが 二イノトの参弘！？
イギりスの支配各が決定したものである（Bisheshwar
Prasad, India and the lVιtr <Delhi, 1966), p. 20〕2
(it 7) このj』 w，土193リ140年：0［算カ'f.＇！＋資 4.518
ぽノレピーから I首H安策事；~8410万ノレピーを位l身、して得ら
j! fこも ） ，戦ー・c,11の軍事れを推ドノたもゾ）ゴはない。
Cit 8) 協定の後：仰の 3明日；;J:1940年3月18日付け
, MilitaηFinance Department Letter No.35-B ：二
記載されている政令の MajorHead 58 （第療費） ,I) 
¥fain Head 1 (,fl＇！＂；軍事 1"),Main Head 2 （物価」－
＇，＇に関 1ご包品Iは♂）， ¥1礼inHead 3〔： J 下d〕i:;.,人
でまかなう戦争指｛澄〉で。｜止されfこα
（注り） ノレピー lスターじンク：こえJすJ交換レ ト
1；大戦中， 1ルビーにつき iシリング6ヘン丸に白j定さ
j lたの 、立替コE：「事'l与 t払L Lこのぐ；（iレ－ " 
frなわnfこc スターりン Yに対す主主交換 Jートが認定
ぺjLたt・め，員ll次大戦中のようにノレビーi腐の状態は
'Iまれ r,1ンI: : ，亥1[！白川LUをL , 1 Lる：とになり，
それだけスターリンゲ以入の損失を桁L、た。またポン
lの対 lL 交換 v pもi、ントニ4.02：ん；こ統：r
れたため，オンドの実勢l土10～12%低かったにもかか
ノjらす， Tンドリ町得L；・ドノレ仁紋付jL〆 ：、でホシド
に交換された。 : ／ドIHlJ46年3)]31日に， i'国ドノν・
ブールに対して11.4倍、ノJピーの残高をもっており，自
iiの干IJペ壬犠牲に［てイ l 1スのh~l手掛／1 {l fヒのため
に働かされた（R.S. Kapuria, The Indian Rupee 
(Bombay, 1967¥ 1〕p.24,30）。
（注10) N. C. Sinha and P. N. Khera, p. 309 
（注11ノl N. C. Sinha and P. :¥. Khera, p. 314 
（注12) C. N. Vakil, p. G. 
（注13〕 N目 C.Sinha and P. N. Khera, p. 317目
（注14) この ＼｝.';l；は， フ少
C)fこめ♂J1止土M日匂を i/ ）・に負わさないよう』こ企i渇し
いた：：，、しか l・t際4こ：にあま： i立f心 lj法ごfl 
jlをイントにf1lしつけるための一方策にずきなかった
1.R. Palme Dutt, India 7いlayどBombay‘1947),p 
119）。
C il.15）日1ilipsJaffe, New Frontier., in /lsia, 












































































9,812 2,984 30.04 
191 15 9,700 3,065 31.60 
191 16 10,096 3,339 33.07 
191 17 10,758 3,749 34.85 
1917/18 12,759 4,356 :-14.14 
1918/19 15,953 6,672 41.82 
1919／却 18,732 R，り98 46.43 
1920/21 19,668 8,175 41.56 
1921/22 10,884 6,981 64.14 
1922/23 10,431 fi,527 62.57 
1923/24 9,907 5,62:-l 56.76 
1924?5 9,706 5,563 57.32 
1925 26 9,759 5,600 57.38 
1926/27 9,789 5,597 57.18 
1927/28 9,280 5,479 59.04 
1928/29 9,282 5,510 59.34 
1929?0 9,656 5,510 57.06 
1930 31 9,784 5,430 55.50 
J 9:-J /:-l2 9,540 5,176 54.26 
1932/33 8,602 4,674 54.22 
1933/34 8,012 55.44 
l<J:¥4/35 8,323 4,434 53.27 
l<J:-J5/:-l6 8,309 4,498 54.13 
1936/'.-¥7 8,089 ,1,545 56.19 
1937/38 8,657 4,735 54.70 
1938/39 8,511 4,618 54.26 
（出所） Reserve Bank of India, Banking and 


















第 2褒 インドの第 2次大戦中の軍事費 （単位： 1000万ノレピー）
！脚
(I）怪常勘定｜ I : I 
1. 基本軍事費 I 36. 77 I 36. 11 I 3ほ77 I 36.77 I 36.77 i 36.77 I 36.77 
2. 物 価 上 昇分 I 1.19 I 2.56 I 4.39 I 7.97 I 14.44 I 18.73 I 21.02 
3. 戦争措鐙 I 3.51 I 25.90 i 54.44 I 161.63 I 298.75 I 330.61 I 292.os 
・1 /Ll 接軍 ￥ JI: I s.01 : 8.38 •日.33 I s.26 ! 8.44 I 9.38 I 10.41 
(I）資本勘定 i 一 1 －！一 I s2.51 ! 37.46 i 62.悶 I 35.o 9 
否一 一一一子寸7一7五：J円 1凶訂7釘











皇宮 3表 インドの2,1;2次大戦中の総＇cf,'.,fr ti: 
（単位： 1000万ルビー）
一十一 ［平7す百一「立替え1 瓦~－~

















4.00 I 53.54 
.'53.0 I L26ι1 
194.00 I 297.93 
325.48 I fi92.fil 
古刀．羽 I 7:-l. 73 
410.84 I 869.16 
374.54 I 769.86 
1743. 71 I 1739. 73 j 湖 3.44
（出所7Reserve Bank ば I吋 ia,Rep01 t on Cur-






















































































































2包 軍（飛行場）いよ3.34 14.671 15.叫 24.44
工業開発 5.7引 3.32i 3.倒 2.03
相互援助（飛行場） よ56 15.刈 lS.541 7. 03 
海軍の新♂！ :Ll81 0.52; 2.1ぺ ο.39
通信 施設 0.081 3.611 5.倒 1.20
チャトフィーノレド計画｜ 11.44! -I -
そ の他｜一I i zo.m 
一一「…「…円2.8戸…
「出所） Reserve Bank of India、Report011 Cur 
rency and Finance 1945 46, p. 50., Report on 










が治ま.－，たため， 1943/44年の軍寸f費Lt77 .373 {:¥J! 
ノレピーに， EH4/45年には 86.916億／レピーに増大


















































m s褒 インドの第2次大戦中の財政収支 （単位： 1000万ルビー）
I 1937/3811938／ぬ1叫 0I 1940/ 41J 19山 2i 1942/4311附3144119,W,IB両／ムli~~~~！2i!t
I 中央政府予算 I I I ! I I I I 
(1）歳入I 86.611 84.521 94.57i 107 .651 134.刷 176.倒 252.061 335 .571 360. 671 1 461. 97 
仙歳 出I 81,.611 85.151 94.5引 114.18! 147.制 2回 051 441. 841 496. 71 48品.阿 2,068.・!8
（：：：黒字（）赤字 1I . 1 0.6:li . 1 6.53/ 12.6が－112.l引－189.781-161.141-12:1 90I 一的621 
（』pl の（2i と！ I I I I I 2 I I I I 対する割今 j 100.0 [ 99.3 I 100川 94.3! 91.4 ! 61引 57.0  67.6 I 74.4 I 70.7 
I 中央政府総支出 1 I 山 ,I j 川！ ! I 
I （印日に対ナ I 86.611 8s.1町 問問 167.18/ 341. 26[ 667.間関7.11 970. 38[ 8θ4. 20/ 3,995. 80・ 
る害1Jt I 100.0 I 99.s : 95.川 64.4 I 39.4 ( 26.叶 29.4 [ 34.6 I 40.3 I 36.6 
A イLI＇自体の 1 I I I r I I l 
支出 I I I I I I I I 
:°I i主；事？＼＇.＇ I :;9.391 38.ν7' 4:'i.031 40.57 43.：む 74.431 日3.44! 101.221 124.341 512.36 
時：事た I 47 :i2J 46. i出掛:141 73:61 103州 267.1割；l95.8向 458.321 395.321 l 74:1 72 
B 立替え軍事費 1 . -I . 1 4.oo: 日.oo 194.ool 325.4副 377.8判 410.841 374 .541 1,739.73 
m 各年！けJの中央i I I I i I I I 
政府前段＇~十J I I i I ! I I I 
1）スターリング僚 1467.891 464目941 439.叫 341.111 206.931 50.561 34.7叫 34白川 33.841 -431.10 
亡、ルピー債 I-138.401 437.871 450.2訓 574.51 611. 851 748. 74ll ,006.55IL212.14!1,492 2刈＋l054.33 
（日l小刻 貯 蓄1 l:'17.761 141.451 135.35: lOR.791 95.56] 92.771 118.4升 159.凶 221.521 +80.07 
(4）大蔵省証券・｜ 38.011 46.叩｜ 54 '101 84. 90[ 1拡吋 2脳 101 山凶 86.701 83.d +37.03 
fil 期融資l I I I I i I I 'I 叶
（中l付きi，務京市日 11,J'l?.帥，湖町i1， 批 判1,241.6111,209.2n,3s:-1.凶，532.471,8印判口出掛十I，肌62














き t~ したにしかし、 第三次大戦中の財政の膨張の
ため増税， 公演・の増発などの措置によって財源が
拡た三れえ ｝）で， 平時lニ戻－.，てかれ、 とくに数立
後における財政発展への途が調かれた点、で戦時財
政は大きな財政史的意義をもっている。




（ハー 2) K. T. Shah, Sixty l0<'ars of Indian 
Finance, p. 422. 
（志 3) チャトフィーノレド rs員会v』勧告にもと.i < 
事力近代化に要した資本支出はすべて立替え軍事費と
された ：N. C. Sinha and P. N. Khera, p. :320）。
（注4〕 軍の近代化，拡張の状況は N.C. Sinha 
and P. N. Khcra, pp. 323, 325に」 －io





て， 4月初の10日間に 5隻， 3万2404トンの商船を撃
i’上した（防衛庁防衛研終所戦 •t主主， 675ベーノ〉。
（注7〕 日本の潜水艦はベンガノレ湾進攻作戦以後策











いる（S. N. Prasad, K. D. Bhargava and P. N. 
Kl〕era,Reconq官eringο，f liumuz, ¥'ol. 1 (Delhi, 
1%8), pp. xxi, 11～121 
Cd: 9) C. N. Vakil. pp. 7, 9 




rby, The War against Japan, Vol. 2 (London, 
1958), p. 301）。
「i11) P. C. Sinha and P. J'¥. Khera, p. 326. 
C 112) 民事行政部門、＇ 1,F'JltiU
1制OO>iルヒ－）
主 ｜戦争関係の支出l,iivi!Dif;,n,e ¥ (t "I 
1c:1り／40 I 0.15 I I 0.1s 
I＇はりi41 I 1.18 I I 1.1s 
1941/42 I 4.6:1 I I 4.6:i 
1942/43 I 24 .os I 6.15 I :m.23 
1943/44 I 25.46 : s岨19 I :i日.65
1944/45 I 27 .20 l :,. 76 I 3日96
1945/46 I 19.36 I 1.52 I 2i目8
1946/47 I ・ I 0.26 I 0.26 
二一「102.06 I~~；~－＝仁＝－：1i8!4-
ト＇.') N. C. Sinha and ド K.Klwr≪, p.:M7. 
( 13〕 インドの中央frit}二｛以前 J 財政支出総額
,tl9S8／回年の5.019億ん 1こ ノパ J l(B持＇39年の20.747
,[ .・ーへ，すなわち81fli',vて 4e，に iか彦監しなか
！（数字は G.B. Jathar山1dBeri, India河 Econom-


































































O目58 16. 75 
10.20) (14 69) 
1.37 :c.o 
0.19 11.31 
16.3s I 311.36 
( I叩'i)j') Reser、eBaniく ofIndia, /cヴ＞ort011 （’ur-
γピncyand Fi：百ancc/946--47, p. G守
（注〕 法人税を除く所得税には州の取得分を含む。
( '.!,a：，） は；通貨の増発によって埋められたむしか
































































































第 7畿中央政府の税収構成 （単位： 1000万1レピー）
1939；ノ40 1940/41 I 1矧；42 ! 19421,n Iぬ4洲｜加／45 開／46I合計
問＋人央税を消人除く所費得税視穏組 牟
45.88 ;7 .30 37.89 25.12 
li.52 9.49 13.15 12.79 24冒94
2.：，自 4.14 11.66 :-n. 40 51.28 
14.20 17.63 25.01 43.46 ら8.37
10.86 7.67 9.20 10.91 8司 34
量森 ヘ消 費ン 税喜林 : 
0.47 0.48 0.65 0.75 0.80 
0.16 0.18 0.19 0.20 0.33 
0.26 0.27 0.32 0.38 0.48 
0.36 0.39 0.41 0.52 0.71 
昔の動録他車租税車i 
0.16 0.23 0.19 0.07 0.07 
0.01 0.02 0.02 
0.04 0.05 0.06 
().(11 。01 0.06 
一 γ 一一『’‘
Hie収合計 81. 30 125. 71 172.03 
一『－ • 【
歳 入合計 94 57 107.65 134司56 177. 09 I 249.96 




39.77 73.61 286.14 
38.14 46.:l6 151.39 
83.65 84 06 268.57 
81.09 65.74 305.50 
9.29 10.2り 66.47 
1.04 0.99 5.18 
0.31 0.28 1.65 
0.70 0.89 3.30 
0.79 0.84 4.02 
0.08 0.11 0.91 
0.02 0.02 0.11 
0.07 0.06 0.37 
0.07 0. 08 0.30 
255.02 283. 24 1093.91 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































f中び率（土長 1）大きく， 1。4δ146年の l:Z入は
FU付／：尚 早：， .J（）倍以 E－.に躍唱し、 ；第三次大戦rjtの










ふる fキ iJぺ山之、fl輸出能力（／）fr¥: Iヘti:｛軸目、 十区












ピーで戦前び）水準を円，，］ . ) t二r ーら＼ 中央治安









































は 1924年の定款（theConvention of 1924）によっ
て， 1）前々会l；十年度末に商業路線で使用している
資本（会社および港王国から寄付された資本を除く）の







































































































第三 i火大山，tぺ始土ると f'( （）ス；土インド政府の
イc'(1 ）スで ＇） j~ ｛古を常止しただけでたく， むしろ
対；：[Jt',t況を凹t屯して ＇iJ_{'t＇，：支出に充 1したのでー イ
ンド政府ば借入;jt ＇｝亡を国内市場に限定された。 Jf:Z










































3. 3年必期然利子債 ｜ 
4. 3%第3四国防債（1951～54)I 
5. vレピー凡退債（締役資）
6. 3%債 （1963～65)i 
7. 3%借替債 (1966～68) I 
8. 3%第4四国防債（1953～55)I 
9. 5年満期無利子債 I 
10. 3%戦時治 ( Fl,:i?) 
11 3%第月回戦勝債（1959～61), 
12. 2 %＇%債（ 1948～52) I 
13. 2 !1%債（1950) I 
] ,I. 第1囲内｜ち債（1970～75) ! 

































.06 1 1.20 I t~~ I 1i：雲 i沼 I 5 ~ 
61.12 1…両3~1.21 Iふ玩ii両－ I凶 .59
f出所〉 p C、 Sinha and P. N. Kl町 a,L払 lianWアarE円 滑omy,p. 377，元資料l土 ComhinedFinance and 
Revenue Accounts, Report on Curγ・ency and Finance. 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Post OlliじcSaving B九nk J、の預金む辺、へたが効
果なく， 1CJ.I:,年には Twelγc-YearNational Sav-
ings Certi日cate と郵便貯金（Post0伍ceSaving 























































！ げ哨Jf 皮 II去人税本F唱 法人税加重税 l ｜ 計｜ヘ u い M - ｜干IJ得税｜口 同
19:;9/40 I 2.,s I - I - I 2.滞
1''40/41 I 2.,19 : 0.57 I 1.os I ,u4 
1941/42 i :JS ! 1.侃 I 7.02 I 11.6s 
1942/43 I 7.cポ i 0.32 ! 2ι:J.50 i :l .4ハ
1943/44 i 11.18 I 0.05 i 40.05 l 51.28 
1944/45 l 15.26 ! 1.49 ! 67.44 I s4.19 
!945/46 I 5. 77 ; 1.63 ' 68.33 I 75.46 
t山所〕 H. Pershad, Indian Taxation during and after 
Wυrid Wnr ffぐRombay,1964), p. ;7，元出所l主Gοi,wrn-
肌 entof India Budget for l<J,t I 42 to 1947-48‘ 
(/1.4) 所作税収入の構成
1970100023.TIF
('i'!' l伊uoりル 1 ） 
1 I I</ 
10:19 -l ]0.~:l 4.点三 111,n 
1'1-l(l.-l ll .48 .,.<)() 2.1:1 J:J.til 
1汁l);12 つ匂•； 7】ワ. :1.95 28.82 
1'!12 .fl :1 .~6 日.（'1 1:, s,1 ,¥; .13 
l斗4:1,-l 1 '18. lR 6.:B ?:J S({ 62.11 
191・1 Iコ 47 .：＼計 『iλ「－》 工仁39 81). 77 
1:1-1日46 Li.26 ド目，!l IS.<J2 81.18 
・ I ' : H. l'ershacl, p. 4村、＇Jable7,8J.'.l'I川 4
, : : ri 't Ta ration F.1111ui円 Commis,iυnfむか≫I,J'J:王7
・it, Vo! T, p. 148, Stσtistic:1/ Ab.,tractυ＇ c；υr I 1'1111('1/ 
nf India, I '.146 47. 
(15) :;' :2ジ： J、：1.くr；，，・外叫貿易
., 1.; , /" :n 






















































































































































(,• ' ド1',1:al七ommissioη ：＇JiソユI,!J ,ic吋i,J/円／,rに〔Dl'i
hi, l'.1",U., pp.；コ，lI ! 'l'I↓ご！
, , I 1,! ' 1!•:,j' ,,• r才
〔，： (i) :¥. C.討inhaancl P. N. Kher孔 p.:)71. 
Cc上7) 弘主財政に！見下ら政ア： j ..♂ ・c、N
'Vakil, I'！〕：l:1～34 .て）〉ふ
〔：日〕 j:＼，ι王l'i.：マた.／・，：プ l•,C < l'f1γ泌氏.；.1:2.:ioら，
，：＞~寸；E ［＇（，：仏 :25%,f{,',j匂；，jlu. .f25イ沿う；ゴ！に＇， J; 人。
(,J lj〕 イ d トャf・i, 'fハ：tさぎよ主上；：：旬、γか＇ ！二七1
うヘわJ,I] (1C13CJ; 40 ,I)：：イ J } 7, J'O/J 'I芯！川島； こ r, ノlm 
「VJli1, 'i I J , ',r.';J 0°ム；ずら勺る2000台、川内；山 I', 1 1j f, 
n 1'・1'; 'lci76 ' : ・レ yン ノし、 きち＆： J♂ j Hii Aを寸1!.l，：に
i三一 fこ rs.'N oorllmrn Kirby, p. 18R, C. N. ¥' akil, 
p. :,n）ο 
(<10）仁.N. ¥' akil, p. :.1. 
( !1い？、＼ぐ Sinhaa口d P. X 1くhera,J》‘ il72.








































































































































































































































































































































( iU2) N. C. Sinha and P. N. Khera, p. 373. 
C il 13) み！） 2 次大戦中力 f ントの償還期，~lj 同［貰残／，：；；
のHi移はi貨のとおり。
（江14) K. C. Sinha and P. N.世 era,p. 374. 
(iUS) 政府，／）民tHJ企業に付する Ii.Cl；品発 δぬい
1938/39’i :0>1.14:'.uノレヒーから 1941/42年 20.01vJ:ノ＇ i_:"
1942/43；ド26.13：むルビー， 1943/44,r 16. 83W＇.ノレピ
』， 1944/45"fl4.57位、バノビーーにm大している（1943'44
1ト以降J、発n・1¥lドノ減少、土i；収へり発i't切換えが行な＇＇




な；，：＇：，，白と／ょうたりエコノミァク・アドゥー了 fザ － ｝、Je 


















































































































































































































































































































































































ij! 干 N ., " 
; 
i< f可 t,J/'1指叶i場！円！＼＇＼ i＼；一T
!J，氾8 I数， 110，レ I ." 1臼2ぷi ,.1 , 101附ルー：i 二 101 トー - I i !<10 
21,96, I 11.d 13oi. u,61s I 7，日計7I l帆主
'i,491 i -'!.fl 12引 7,879I 11.＂βil I Tl.匂
札 は4I 1:1.nl 1271 10.256 I 7，邑7H I 9，主2
11,c,,5 I 48.制 1n1111,086 I 10.17λi '.,・,.; 
・1，う4' 46.8! 12可 14，与41I 11パ地6 I 1-1. ・, 
1人224 4吐出 12KI2：九316I ic,,10 I z1,r.:i 
iL,284 I 39. Ji 12同 14.',45I 2:1,:106 I J:17.1' 
J2,177 ! 40.9 12！司 l1,2s6 : 14,'vt:i I H附＂
i l!fX),c 
l凶7S6 ' 9,4'i7 
19:1ぬらQ i 8,414 
]!J:¥'1: 60 i ]],:,% 
194>1! 60 ! 1 J ,li4民




''I－＇屯 1(帥！） 'J '" 
I % : i私叫 % !71~立 i υ ！な..,I'm－＇－＞与
"Iけ，) lfrsn,'e Bank of India, Re戸οrtn,Z正ur11・11ryαndhnance 1946 47. p l五3C: 1）竹山































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1 袋 スターリングの取得と使用 （単位： 1000万ルピー）




凶 i凶 I 284 i 511 I凶 1,363I 64 






4. その他々 を取り （ヨ）
86 
16 43 I 199 】 310 I 31i5 I 357 I 342 i 1,632 
4 I 2 I 3 I 91 叫 1s] 45 
処分可能なスタ－！｝ ング総額
処分







回 i110 I 160 I 16 I 14(3)1 - i 411 
32 I 必 I 48 ! 67 I 74 I 731 3話
8. 準備：fT,Jコ各年度末スターリング
保有高 142 144 I 284 I 511 I 945 i 1,363 I 1,724: 1,724 
9. 開戦来のスターリング純増 100 I 187 I必5I s19 I 1,2崎 i1,680 I 2,026 I 2,026 
（出所〉 Reserve Bank of India, Report on Currency and Finance 1945-46, p. 41. 
（注〕 :1）ド／レ残高， I＇；レ証券、アメワヵ財務信支払などの受取り期日の来たものと先物契約を示す。
（ぷ）長取り官民を示す。






























































限債のうち 2J:iS'f, Stock 1926と3%Stock 1948 or 
afterの二つの無期限債の提出を命じる Vesti1明













































イギリス政府大想：省が 1941年 1Jl 16日、翌日イン
ド政府が VestingOrderを出し， 1943年 3月末
までに 1K58万ポンドが償還された。ただ， East
Indian Railway, Great Indian Peninsular Rail-





































































l出所） Reserve Bank of India, Hepo, t on Curー



























































































〈［主 1) 山根一郎氏の計算によれば 1936/37年のヨ仁
川代3.64億ノレピー｝）53%が公依伐となっている（総台
制度研究室編， 105ページ〉。
（注2〕 BimalenduDhar, The Sterling Balances 
of India (Calcutta, 1956), p. 12. 
（注3〕 スター：jング債務（） 返済状況に関する記述
は N.C. Sinha and P. N. Khera, pp. 375～396, Bi-
malendu Dhar, pp. 9～56, Reserve Bank of India, 
Report on Currency and Finance 1939-40, 1940-41, 
1941-42, 1942・43,1944-45によっfニ。
Cl主4) 6従りえ｛立名と額面ifrli額、t次のとお
5 '), 1942～47 ・ ・510,000ポンャ
4 % 1948～53 ・ ・・645,000
3 % 1949～52 … 500,000 
4 Yi% 1950～5・ ・‘495,000
3五%193lor after・ ・600,000 
3 % 1948 or after-・ ・240,000 















C，七5) Bimalen<lu Dhar, p. 25. 
( ,t6 ) Bimalendu Dhar, p. 31. 
（注7) Bimalendu Dhar, p. 27. 
（川8〕 N.C. Sinha am! P. N. Khera, p. 387. 
(.l'.・9〕 ReserveBank of India, Report o月 Cur-
rency and Finance 1942-43, p. 45. 
(: 10) K T. Shah, How India pays for the 
War (Bombay, 1943), p. 144. 
（泣：11) P. C. Jain, India Builds n・ar Economy 
(Allahabad, 1943), p. 155. 
（注12〕 P.C. Jain, p. 156. 



























































































































イ：， I・ の工場労働者の名目賃金と実質賃金 (1939年戸100)
度｜川町指数 i む－~n,1r~ii; 実質賃よiou,
1939 I 101!' 100 I 100 
1940 10:,.3 97 I 08.ι 
1941 I 111.0 I lυ7 I r 3. 7 
1 9 4 2 1 2 9. 1 I I 4 5 I 9. c, 
1943 17白.6 268 I 67.0 
1944 202.1 269 I ?a.I 
1日4月 I 201.s 269 I 74.9 
l 9 4 fi 1 2 0 8. 6 I 2 8 5 I 7 3. 2 
(Y，所） Government of India, Indian La:bour Year !lo/, 
1954-55 (Delhi, 1957), p. 197 l. 'J i'l 1/.c 
1970100031.TIF
fると 1943年；こは67.0にまで低下している。








(tt2) ベ Jカソレ飢鐙は， ミ、ナホーノιJil方を縁っ
たιf夕、ンそ司そ｛［に、ip てっき圭；ーされた津波が
3200平方マイルにわたって開花期の稲に被害を及ぼ
し，米f'i/r減 l[Jよな）たこ L, I i；本,fv；侵え；こ昔lfiえる
撤れ政干t(denial policy）ヤ1942年lJ"'lc地方消安貯を
上回る米地：』強制質上げによって移動させられており，












Food Administration in India 1939凶47<California, 




に争：の，，，で人恨の綜相をみせでほり、 しウ i もそ i'I士
戦争の送hと官接に関係していた。








（υ6) E・ゾ了 ガ， ti！界有If宅配；沢『殺後衛問主
義の政治と経済』，全訂版上巻（日本評論新社， 1959
年〕， 164ページo
（：七7) 欠内段、勝「国際収支の構造j (J:i 回イベ綴
『インドの経済開発と園際収支』，アジア経済研究所，
1963年）， 288ページ。
(1じ白〉 !i I促編 ffンrの経済開発と国際収支ふ
299ベージ。
〔動向分ifrfil)
29 
